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春の六嶽神楽奉納春の六嶽神楽奉納
　４月７日、室木の六嶽神社で毎年恒例の六嶽神楽が奉納され　４月７日、室木の六嶽神社で毎年恒例の六嶽神楽が奉納され
ました。鞍手町無形文化財にも指定されている六嶽神楽は、六ました。鞍手町無形文化財にも指定されている六嶽神楽は、六
嶽神楽保存会や地区関係者の尽力により永い時を経て現在まで嶽神楽保存会や地区関係者の尽力により永い時を経て現在まで
継承されています。写真は、剣の舞の一場面。両手に剣を持ち、継承されています。写真は、剣の舞の一場面。両手に剣を持ち、
激しい動作で舞う様は力強さを感じさせます。秋には十六神社激しい動作で舞う様は力強さを感じさせます。秋には十六神社
で舞が奉納される予定です。鞍手町の伝統文化をぜひ味わってで舞が奉納される予定です。鞍手町の伝統文化をぜひ味わって
みてください。六嶽神楽保存会では、伝統継承を目的として会みてください。六嶽神楽保存会では、伝統継承を目的として会
員を募集しています。員を募集しています。55MayMay
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予
算
予
算

令

り
く
づ
ち
ま

の
度
年
６
和

問役場総務課財政係まで

■一般会計     
■特別会計  
■企業会計  

総合計  173億9,542万円

　
令
和
６
年
度
の
町
の
予
算
が
３
月
定
例
議
会
で

決
ま
り
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か
ら
お
預
か
り
し
た 

税
金
を
ど
の
よ
う
に
使
う
か
、
令
和
６
年
度
に
新

し
く
始
め
る
事
業
や
前
年
度
か
ら
拡
充
さ
れ
る

事
業
、
臨
時
交
付
金
を
活
用
し
た
事
業
の
一
部
を

ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　
町
民
の
皆
さ
ん
に
と
っ
て
暮
ら
し
や
す
い
町
に

す
る
た
め
に
、
創
意
工
夫
を
し
な
が
ら
、
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

130億7,690万円一般会計
 令和６年度の鞍手町の一般会計予算は、130 億 7,690 万円。

昨年度に比べて 23.4％、金額にして 24 億 7,642 万円の増額となっ
ています。

収入
130億7,690万円

自主財源…34.3%町税
18億 2,118万円

（13.9％）

繰入金
14億 8,119万円

（11.3％）

地方交付税
29億 3,000万円

（22.4％）

国庫支出金
16億 8,691万円

（12.9％）

町債
26億 7,210万円

（20.4％）

・県支出金
　7 億 1,223 万円

（5.4％）

・その他…10億 1,990万円（7.8％）

・分担金、負担金
1,418 万円

（0.1％）

・使用料、手数料
1 億 4,655 万円

（1.1％）

・地方消費税交付金
3億 5,800万円

（2.7％）

・地方譲与税…6,683万円（0.5％）

・その他…1億 6,784万円（1.3％）

依存財源…65.7%

・予算額は１万円未満を四捨五入しているため、必ずしも合計額が
　総予算額と一致するとは限りません。
・かっこ内は全体の予算に占める割合を表しますが、小数点第２位
　を四捨五入しているため、必ずしも合計が 100% になるとは限り
　ません。
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支出
130億7,690万円

総務費
50億 8,111万円

（38.9％）衛生費
9億 6,937万円

（7.4％）

民生費
32億 2,084万円

（24.6％）

公債費
9億4,762万円

（7.2％）

土木費
8億2,353万円
（6.3％）

・商工費
2億 2,776万円
（1.7％）

・その他
 （0.8％）

・消防費
3億 231万円
（2.3％）

・農林水産業費…1億9,614 万円（1.5％）

・議会費…9,177 万円　
・労働費…121万円
・予備費…1,000万円　
・災害復旧費…140 万円

130億7,690万円
27億346万円

16億1,507万円

教育費
12億 384万円

（9.2％）



令和６年度の主な事業

３− 2024. 5

当初予算の総額
会計名 予算額 増減率（％）

一般会計 130億 7,690 万円 23.4
国民健康保険事業特別会計 18億 5,432 万円 4.6

後期高齢者医療特別会計 3億 5,030 万円 12.1

住宅新築資金等特別会計 33万円 -42.6

かんがい施設維持管理運営費特別会計 5,201 万円 0.3

谷山池パイプライン水利施設維持管理運営費特別会計 713万円 0.5

地方独立行政法人くらて病院貸付金等特別会計 4億 3,938 万円 22.6

特別会計合計 27億 346 万円 8.0
上水道事業会計 4億 8,743 万円 -1.2

下水道事業会計 11億 2,763 万円 1.9

企業会計合計 16億 1,507 万円 1.0

総合計　173 億 9,542万円

■デジタル活用支援事業費
　3,851万円【拡充】
今年度はマイナンバーカード等を活
用した「書かない窓口システム」を導
入し、窓口の待ち時間の短縮や業務の
効率化を図ります。

■こども家庭センター運営事業費
　1,190万円【新規】
こども家庭センターの運営に要する費
用です。母子保健、児童福祉両部門が連
携し、支援が必要な子どもや妊産婦等へ
の相談支援体制の強化を図ります。

ＡＩ技術を活用した交通システムを
導入し、リアルタイムでの予約が可能と
なることで利用者の利便性の向上を図
ります。

■オンデマンド交通運行事業費
　4,897万円【新規】

■地域振興券発行支援事業費
　1,750万円【臨時交付金】
鞍手町商工会が発行するプレミアム付
地域振興券の費用の一部を負担するもの
です。今年度は発行総額のうち２割をキ
ャッシュレス商品券として発行予定です。

■学校給食減免措置費
　2,994万円【臨時交付金】
学校給食費の減免（４月から６回分）
に要する費用です。物価高騰の影響を受
けている子育て世帯の負担軽減を目的と
しています。

■家庭支援事業費
　1,440万円【新規】
子育て短期支援事業、一時預かり事業、
子育て世帯訪問支援事業に要する費用で
す。子ども、子育て世帯、妊産婦等の包括的
な支援を目的としています。

■小学校統合事業費
　1億 345万円【拡充】
鞍手町立小学校統合基本計画に基づく、
新小学校の建設に要する費用です。今年
度は基本設計を予定しています。開校は
令和10年４月の予定です。

■公民館大規模改修事業費
　1億 2,692万円【拡充】
中央公民館の施設整備に要する費用で
す。町民ホール（図書コーナー）や研修
室など、内部の改修を予定しています。
完成は令和６年10月末の予定です。

■庁舎等建設費
　29億 8,991万円【拡充】
役場新庁舎棟、車庫棟、博物館別館、
外構の建設等に要する費用です。新庁舎
の開庁は令和７年１月を予定しています。

■直方・鞍手工業用地造成事業費
　1億 6,962万円【拡充】
福岡県及び直方市と共同で実施する直
方・鞍手工業用地造成事業（事業区域・
約 23ha）の負担金です。令和８年度中
の分譲開始を予定しています。



こ
れ
ま
で
の
経
緯

す
ま
い
る
バ
ス
を

も
や
い
タ
ク
シ
ー
に
転
換

現
在
、
町
の
公
共
交
通
に
は
、
西
鉄
バ
ス
筑

豊
株
式
会
社
が
運
行
す
る
路
線
バ
ス
が
１
路
線
、

町
が
補
助
し
て
運
行
し
て
い
る
す
ま
い
る
バ
ス

が
１
路
線
、
も
や
い
タ
ク
シ
ー
が
３
路
線
あ
り

ま
す
。
こ
の
交
通
体
系
に
至
る
ま
で
、
町
で
は
、

令
和
元
年
６
月
に
策
定
し
た
「
地
域
公
共
交
通

網
形
成
計
画
」
に
基
づ
き
、
大
き
く
３
つ
の
見

直
し
を
行
い
、
交
通
不
便
地
域
の
解
消
に
努
め

て
き
ま
し
た
。

中
学
生
の
通
学
手
段
の
ス
ク
ー
ル
バ
ス
化
や

こ
れ
に
伴
う
す
ま
い
る
バ
ス
路
線
の
再
編
、
す

ま
い
る
バ
ス
倉
坂
線
、泉
水
線
の
も
や
い
タ
ク
シ

ー
古
月
線
、泉
水
線
へ
の
転
換
、「
く
ら
て
病
院
」

の
新
築
移
転
に
伴
う
運
行
経
路
の
変
更
な
ど
を

進
め
て
、
現
在
の
交
通
体
系
と
な
り
ま
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
に
よ
り

利
用
者
数
は
激
減

公
共
交
通
全
体
の
利
用
者
数
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
や
令
和
２
年

10
月
１
日
付
の
路
線
バ
ス
「
直
方
～
鞍
手
～
宗

像
線
」
の
廃
止
な
ど
の
理
由
に
よ
り
、
令
和
２

年
度
を
境
に
大
幅
に
減
少
し
て
い
ま
す
。
令
和

４
年
度
の
利
用
者
数
は
約
18
万
３
千
人
で
、
令

和
元
年
度
の
利
用
者
数
約
30
万
人
に
対
し
、
６

割
程
に
減
少
し
て
い
ま
す
。（
下
図
）。

今
後
も
増
加
が
見
込
ま
れ
る

町
が
公
共
交
通
に
負
担
す
る
額

令
和
４
年
度
の
負
担
額
は
、
約
４
，２
６
７
万

円
と
な
っ
て
お
り
、
令
和
２
年
度
を
境
に
年
々

増
加
し
て
い
ま
す
（
下
図
）。
令
和
２
年
度
に
著

し
く
減
少
し
て
い
る
理
由
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
の
影
響
に
伴
い
、
国
及
び

県
か
ら
路
線
バ
ス
並
び
に
す
ま
い
る
バ
ス
の
運

行
に
対
し
、
事
業
者
支
援
金
の
交
付
が
あ
っ
た

た
め
で
す
。
同
支
援
金
の
交
付
額
は
、
年
々
減

少
し
て
お
り
、
令
和
４
年
度
時
点
で
す
ま
い
る

バ
ス
に
対
す
る
交
付
は
無
く
な
っ
て
い
ま
す
。

今
後
、
町
が
公
共
交
通
に
負
担
す
る
額
は
、

利
用
者
数
の
減
少
に
よ
る
収
入
の
減
少
や
燃
料

価
格
の
高
騰
、
交
通
事
業
者
の
運
転
手
不
足
に

伴
う
人
件
費
の
増
加
な
ど
の
理
由
か
ら
、
増
加

す
る
こ
と
が
見
込
ま
れ
ま
す
。

７
つ
の
実
態
調
査
か
ら

分
か
る
町
民
の
意
向

町
で
は
、「
地
域
公
共
交
通
計
画
」
策
定
に
向

け
、
町
民
１
，５
０
０
人
を
無
作
為
に
抽
出
し
た

町
民
ア
ン
ケ
ー
ト
を
中
心
に
７
つ
の
実
態
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

実
態
調
査
の
結
果
に
よ
る
と
、
公
共
交
通
全

般
に
求
め
ら
れ
る
サ
ー
ビ
ス
と
し
て
「
運
行
本

数
を
増
や
し
て
ほ
し
い
」、「
交
通
機
関
相
互
の

乗
り
継
ぎ
を
便
利
に
し
ほ
し
い
」、「
自
宅
や
目

的
地
付
近
か
ら
利
用
で
き
る
よ
う
改
善
し
て
ほ

し
い
」
な
ど
現
在
の
運
行
方
法
で
は
満
足
で
き

な
い
と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
町
内
に
高
校
や
専
門
学
校
、
大
学
が

無
い
た
め
、
中
学
校
卒
業
後
の
進
学
先
と
し
て

は
町
外
に
移
動
せ
ざ
る
を
得
な
い
状
況
に
あ
り
、

移
動
に
不
便
さ
を
感
じ
て
い
る
よ
う
で
す
。

す
ま
い
る
バ
ス
は
、
時
間
帯
に
よ
っ
て
誰
も

乗
車
し
て
い
な
い
便
が
走
っ
て
い
る
こ
と
や
、

Ｊ
Ｒ
鞍
手
駅
の
発
着
時
刻
と
の
ア
ク
セ
ス
が
芳

し
く
な
い
こ
と
な
ど
、
非
効
率
的
な
運
行
が
問

題
点
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
ま
す
。
一
方
で
、

２
日
間
す
ま
い
る
バ
ス
に
乗
車
し
、
実
施
し
た

聞
き
取
り
調
査
で
は
、
利
用
者
満
足
度
が
80
パ

ー
セ
ン
ト
を
超
え
て
お
り
、「
廃
止
し
な
い
で
ほ

し
い
」
と
い
う
声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

一
方
で
、
も
や
い
タ
ク
シ
ー
は
、「
１
時
間
前

の
予
約
制
限
が
あ
る
た
め
利
用
し
づ
ら
い
」「
利

用
登
録
の
た
め
に
役
場
に
行
か
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
」「
す
ま
い
る
バ
ス
の
運
行
区
間
は
移
動
で

き
な
い
」
な
ど
、
現
在
の
運
営
方
法
に
対
す
る

声
が
多
く
聞
か
れ
ま
し
た
。

課
題
改
善
に
向
け
て

交
通
計
画
に
掲
げ
た

３
つ
の
目
標

バ
ス
な
ど
の
地
域
公
共
交
通
は
、
車
を
運
転

で
き
な
い
人
や
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
子
ど
も

な
ど
交
通
弱
者
と
呼
ば
れ
る
人
に
と
っ
て
利
用

し
や
す
い
も
の
で
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

そ
の
一
方
で
、
多
様
な
利
用
者
に
寄
り
添
っ

た
交
通
体
系
の
構
築
、
町
の
公
共
交
通
に
か
か

る
財
政
負
担
の
軽
減
、
交
通
事
業
者
が
抱
え
る

人
材
不
足
の
問
題
な
ど
、
直
面
す
る
さ
ま
ざ
ま

な
課
題
や
問
題
を
同
時
に
改
善
し
て
い
く
必
要

が
あ
り
ま
す
。

こ
れ
ら
を
踏
ま
え
、
町
で
は
「
持
続
可
能
な

交
通
体
系
の
構
築
」、「
利
便
性
向
上
に
向
け
た

公
共
交
通
の
再
編
」、「
幹
線
軸
の
確
保
・
維
持
」

の
３
つ
を
目
指
し
た
「
鞍
手
町
に
と
っ
て
望
ま

し
い
公
共
交
通
の
す
が
た
」
を
明
ら
か
に
す
る

マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
「
鞍
手
町
地
域
公
共
交
通
計

画
」を
令
和
６
年
３
月
に
策
定
、公
表
し
ま
し
た
。

ま
ち
の
公
共
交
通
の

現
状
と
課
題

2024.５−４

▽財政負担額の推移（平成 30 年度～令和４年度）

※財政負担額は、運行維持費から運行収入と補助金等を引いた額
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すまいるバス
路線バス

もやいタクシー（万円）

269 433

▽利用者数の推移（平成 30 年度～令和４年度）

※利用者数は、「路線バス」「すまいるバス」「もやいタクシー」の合計

0

50,000

100,000

150,000

200,000

250,000

300,000

350,000

R4R3R2R1H30

コロナ禍（人）

約６割に減少

312,785 299,418

196,989 182,562 183,366



鞍手町を走る　公共交通の　マスタープラン

地域公共交通計画
Kurate  Town  regional  public  transportation  Plan

教育・文化

・路線バス

・すまいるバス

・ＡＩオンデマンド交通

宮若市方面

北九州市・中間市方面遠賀町方面

直方市方面

● 路線バスとすまいるバスを確保・
維持するとともに、「ＡＩオンデマ
ンド交通」を導入することで縮小
化・個別化する需要への対応とサー
ビス全体の効率化を図ります。

● 行政や医療、商業など生活サービ
ス施設が集積されている「中心拠
点」を核とした交通ネットワーク
を構築することで、将来にわたり
持続可能な公共交通を確保・維持
していきます。鞍

手
町
全
域

ＪＲ鞍手駅　　

居住

居住 居住

居住

子育て

・民間タクシー

医療
行政

商業

中心拠点

介護福祉

金融

鞍
手
町
地
域
公
共
交
通
計
画
が
掲
げ
る

公
共
交
通
の
将
来
像

幹線軸・・・複数市町村間にまたがる公共交通のことです。鞍手町地域公共交通計画では、「西鉄バス 直方～鞍手～遠賀線」、「す
まいるバス みやわか線」のことを指します。
ＡＩオンデマンド交通・・・従来のバスのような時刻表や決まった運行ルートがなく、ＡＩ（人工知能）が予約状況に応じて配車
や運行ルートを考えながら運行する、バスとタクシー両方を持ち合わせた交通手段のことです。現在のもやいタクシーを進化
させたシステムと言えます。利用者の需要に応じて時間とコースが柔軟に設定できることから、人口が減少している地域に有
効な手段だと言われています。

持続可能な
交通体系の
構築

利便性向上に
向けた公共交
通の再編

幹線軸の
確保・維持

基本理念 幹線軸を確保維持し、誰もが利用しやすい効率的な鞍手町の公共交通

　中心拠点へのアクセス確保や、公共交通に関する情報提供・啓発活動を実施し、公共交通
の利用者数を増やすことで、持続的な公共交通を確保します。
※令和７年１月予定の鞍手町役場の庁舎移転に伴い、公共交通の路線の一部を見直します。

　ＡＩオンデマンド交通の導入や、すまいるバス運行時間の効率化などに取り組み、町主
体で運行する交通機関の利便性を高め、多様な移動ニーズに対応できる柔軟な公共交通に
再編します。
※令和６年 10月からＡＩオンデマンド交通の実証運行を実施し、令和７年度中にすまいる
バスの大幅見直しを実施する予定です。

　幹線交通サービスの確保維持のほか、ＪＲ鞍手駅や路線バスとのアクセス向上などに取
り組み、広域への移動手段を確保することで公共交通の利便性を高め、シームレスな（継
ぎ目のない）利用環境の構築に努めます。

目
標
１

目
標
２

目
標
３

５−2024.５
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地球温暖化対策実行計画
（区域施策編）

～ゼロカーボンの未来を目指して～ 鞍手町では、2050 年までに二酸化炭素（CO2）
排出量実質ゼロを達成し、脱炭素社会の実現を
目指す「ゼロカーボンシティ」を宣言しています。
この度、地域住民、事業者、町が地球温暖化

対策に取り組み、ゼロカーボンシティを実現す
るための計画「鞍手町地球温暖化対策実行計画
（区域施策編）」を 2024年３月に策定・公表しま
した。

２
０
３
０
年
ま
で
に
大
幅
な
削
減
を
目
指
す

地
球
温
暖
化
対
策
実
行
計
画
で
は
、２
０
１
３
年

度
を
基
準
年
度
と
し
て
町
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
明

ら
か
に
し
て
い
ま
す
。２
０
１
３
年
度
時
点
の
町
の

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
は
、お
よ
そ
２
８
２
千
ｔ
‐
Ｃ
Ｏ
２

で
し
た
。
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
の
た
め

に
は
、
こ
の
基
準
年
度
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
削
減

し
、
２
０
５
０
年
ま
で
に
実
質
ゼ
ロ
に
す
る
必
要

が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
、
計
画
で
は
、
２
０
３
０
年
度
の
削

減
目
標
を
中
期
目
標
と
し
て
設
定
し
、
段
階
的
に

取
り
組
む
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

な
お
、
削
減
目
標
は
、
鞍
手
町
の
今
後
の
人
口

動
態
や
経
済
活
動
に
応
じ
た
削
減
量
に
加
え
て
、

省
エ
ネ
や
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
活
用
に
よ
る

削
減
量
を
踏
ま
え
て
推
計
さ
れ
て
お
り
、
目
標
達

成
に
向
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
取
組
が
必
要
で
あ
る
こ

と
も
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
２
０
１
３
年
度
の
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
の
割

合
（
左
記
、
円
グ
ラ
フ
参
照
）
を
み
る
と
、
製
造

業
な
ど
の
産
業
部
門
に
よ
る
Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
が
最

も
多
く
な
っ
て
い
ま
す
が
、
一
般
家
庭
や
町
な
ど

も
全
体
の
１
割
近
く
を
占
め
て
い
る
こ
と
か
ら
、

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
を
削
減
す
る
た
め
に
は
、
町
全
体

で
取
り
組
む
必
要
が
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

地
域
住
民
、
事
業
者
、
町
に
よ
る
一
体
的
な

取
組
を
位
置
付
け

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
に
は
、
あ
ら
ゆ

る
主
体
に
よ
る
取
組
が
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

地
域
住
民
、
事
業
者
、
町
が
一
体
的
に
取
り
組
む

よ
う
計
画
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

各
主
体
は
、
家
庭
や
事
業
所
な
ど
の
Ｃ
Ｏ
２
排

出
量
削
減
に
取
り
組
み
つ
つ
、
他
の
主
体
と
相
互

連
携
に
よ
る
取
組
推

進
を
図
り
ま
す
。

ま
た
、
町
は
地
域

住
民
、
事
業
者
の
取

組
が
円
滑
に
進
む
よ

う
促
進
事
業
に
取
り

組
む
こ
と
と
し
て
い

ま
す
。

中期目標：2030年度に 2013年度比で 46％削減
長期目標：2050年度にゼロカーボンシティ実現

目
標
達
成
の
た
め
の
取
組

目
標
達
成
の
た
め
、
次
の
３
つ
の
基
本
方
針
に

基
づ
き
、
各
主
体
の
取
組
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

①
脱
炭
素
社
会
へ
の
転
換
促
進

●
脱
炭
素
化
に
向
け
た
意
識
づ
く
り
の
促
進

●
コ
ン
パ
ク
ト
な
ま
ち
づ
く
り
や
地
域
資
源
循
環

な
ど
の
推
進

②
効
率
的
な
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
の
促
進

●
省
エ
ネ
行
動
の
推
進
、
省
エ
ネ
家
電
・
設
備
の

活
用

●
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
、
環
境
に
優
し
い
自
動
車
の
活

用
●
食
品
ロ
ス
や
ご
み
の
減
量
資
源
化
の
推
進

③
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
導
入
促
進

●
家
庭
や
事
業
所
、
公
共
施
設
で
の
再
生
可
能
エ

ネ
ル
ギ
ー
の
活
用

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
実
現
に
向
け
て

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
の
実
現
は
、「
未
来
」

に
生
き
る
人
た
ち
が
安
心
で
き
る
地
球
環
境
を

残
す
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま
す
。

町
全
体
が
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
ま
な
け
れ

ば
、
実
現
は
難
し
い
も
の
で
す
。

地
域
住
民
、
事
業
者
、
町
が
そ
れ
ぞ
れ
自
分

こ
と
と
し
て
関
心
を
持
ち
、
取
り
組
む
こ
と
が

重
要
で
す
。

町
で
は
、
今
後
も
定
期
的
に
地
球
温
暖
化
対

策
に
関
す
る
情
報
発
信
や
効
果
的
な
施
策
の
展

開
、
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
実
施
し
て
い
き
ま
す
。

目
標
達
成
に
向
け
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
住
民
環
境
課
住
民
係
ま
で

運輸部門（自動車、鉄道など）

家庭部門（一般家庭）

業務その他部門
（町、産業部門以外の事業者など）

産業部門（製造業、建設業など）

9%

6%

72%

13%

基準年度 中期目標年度 長期目標年度

CO2
排出量▶

282.2
千t-CO2

151.2
千t-CO2

46
％
削
減

Ｃ
Ｏ
２
排
出
量
実
質
ゼ
ロ

地域
住民

町 事業者

相互に連携
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鞍
手
町
下
水
道
事
業

　
　
全
体
計
画
区
域
を
縮
小
し
ま
す

 変更前の区域　813ha 変更後の区域　558ha

合
併
処
理
浄
化
槽
設
置
の
促
進

町
で
は
、
下
水
道
整
備
区
域
の
見
直
し
に
伴
い
、
従
来
の
合

併
処
理
浄
化
槽
の
補
助
金
に
加
え
て
、
単
独
処
理
浄
化
槽
・
く

み
取
り
便
槽
の
使
用
を
廃
止
し
、
合
併
処
理
浄
化
槽
へ
の
転
換

を
行
っ
た
人
へ
宅
内
配
管
設
置
費
用
の
一
部
を
上
乗
せ
す
る
補

助
金
の
交
付
を
令
和
６
年
度
か
ら
開
始
し
ま
し
た
。
詳
細
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
こ
の
補
助
事
業
は
単
年
度
事
業
の
た
め
、
年
度
末
（
３
月
31

日
）
ま
で
に
工
事
を
完
了
し
て
い
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

※
予
算
が
な
く
な
り
次
第
、
補
助
金
申
請
は
終
了
し
ま
す
。

※
交
付
要
件
・
補
助
金
申
請
書
類
な
ど
は
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い
ま
す
。
下
の

Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
か
ら
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

町
で
は
、
令
和
５
年
度
に
鞍
手
町
公
共
下
水
道
事
業
計
画
検

討
委
員
会
を
設
置
し
、
下
水
道
未
整
備
区
域
に
つ
い
て
、
経
済

性
等
を
考
慮
し
た
区
域
の
見
直
し
に
つ
い
て
検
討
し
ま
し
た
。

検
討
結
果
に
基
づ
き
、
令
和
６
年
度
に
下
水
道
事
業
全
体
計
画

区
域
を
変
更
（
縮
小
）
し
、
汚
水
処
理
手
法
を
下
水
道
か
ら
合

併
処
理
浄
化
槽
に
見
直
し
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
下
水
道
事
業
の
経
緯

平
成
８
年
度
か
ら
公
共
用
水
域
の
水
質
保
全
と
町
民
の
生
活

環
境
向
上
の
た
め
、
下
水
道
整
備
事
業
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、
令
和
３
年
度
末
ま
で
の
下
水
道
処
理
人
口
普
及
率
は

52
・
２
％
と
な
っ
て
お
り
、
全
国
平
均
80
・
６
％
を
大
き
く
下

回
っ
て
い
る
状
態
で
あ
り
、
国
の
方
針
で
あ
る
「
令
和
８
年
度

ま
で
に
汚
水
処
理
人
口
普
及
率
95
％
以
上
」
の
達
成
は
困
難
な

状
況
に
あ
り
ま
す
。

下
水
道
整
備
事
業
の
課
題

令
和
３
年
度
末
時
点
で
の
整
備
区
域
は
３
０
８
ha
と
な
っ
て

お
り
、
当
初
計
画
の
全
体
面
積
８
１
３
ha
に
対
し
、
未
整
備
区

域
５
０
５
ha
が
残
っ
て
い
ま
す
。
未
整
備
区
域
の
整
備
に
は
、

約
１
２
５
億
円
の
費
用
が
か
か
る
ほ
か
、
現
在
の
整
備
ペ
ー
ス

か
ら
試
算
す
る
と
、
全
区
域
の
整
備
が
完
了
す
る
ま
で
50
年
か

か
る
見
込
み
と
な
り
ま
す
。

ま
た
、「
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
」
に
よ
る
鞍

手
町
の
人
口
推
計
は
、
令
和
27
年
に
８
，８
７
９
人
（
令
和
２

年
か
ら
約
６
，０
０
０
人
、
約
41
％
の
減
少
）
と
さ
れ
て
お
り
、

人
口
減
少
に
伴
い
下
水
道
使
用
料
収
入
は
減
少
し
て
い
く
こ
と

が
考
え
ら
れ
ま
す
。

整
備
費
用
、
整
備
完
了
期
間
、
今
後
の
使
用
料
収
入
。
こ
れ

ら
３
つ
が
鞍
手
町
の
下
水
道
整
備
事
業
に
係
る
大
き
な
課
題
と

な
っ
て
い
ま
す
。

下
水
道
整
備
区
域
の
見
直
し

今
後
も
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
安
定
的
・
継
続
的
・
効
率
的

に
汚
水
処
理
を
行
っ
て
い
く
た
め
に
、
公
共
下
水
道
区
域
の
見

直
し
を
検
討
し
ま
し
た
（
左
図
）。
今
後
の
整
備
予
定
区
域
は
、

見
直
し
前
５
０
５
ha
か
ら
見
直
し
後
２
５
０
ha
と
縮
小
し
、
整

備
区
域
か
ら
外
れ
た
区
域
は
合
併
浄
化
槽
の
設
置
促
進
を
行
う

こ
と
で
持
続
可
能
な
汚
水
処
理
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

浄化槽の区分 補助金額 備考
５人槽 332,000 円 延べ床面積が 130㎡未満

６～７人槽 414,000 円 延べ床面積が 130㎡以上
８～ 10 人槽 548,000 円 二世帯住宅など
11 ～ 50 人槽 743,000 円 共同住宅など

区分 補助金限度額
既存単独処理浄化槽からの転換に係る

配管設置工事に要する費用 300,000 円

既存くみ取り便槽からの転換に係る
配管設置工事に要する費用 300,000 円 

■合併浄化槽配管補助金（新規追加補助金）

■合併浄化槽設置補助金（従来のもの）

※実際の費用が限度額に満たない場合は、実際の費用の千円
未満を切り捨てた額が上乗せ額となります。

●
問
い
合
わ
せ
　
▽
合
併
浄
化
槽
補
助
金
に
つ
い
て
＝
役
場
住

民
環
境
課
住
民
係
ま
で
▽
下
水
道
事
業
全
体
計
画
区
域
に
つ

い
て
＝
役
場
上
下
水
道
課
下
水
道
係
ま
で

※濃いグレーで塗られた部分が下水道事業全体計画区域です。



理
事
長
あ
い
さ
つ

く
ら
て
病
院
の
理
念
は
、「
全
世
代
の
健
康
を

支
援
し
、
進
化
す
る
地
域
医
療
に
挑
む
」
で
あ

り
ま
す
。

医
療
は
常
に
進
化
し
、
社
会
は
変
化
を
続
け

ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
に
適
切
に
対
応
し
、

地
域
の
ニ
ー
ズ
を
と
ら
え
つ
つ
、
こ
れ
に
合
っ

た
さ
ま
ざ
ま
な
質
の
高
い
包
括
的
な
医
療
サ
ー

ビ
ス
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、

地
域
全
体
の
健
康
・
福
祉
レ
ベ
ル
の
向
上
、
安

心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
へ
の
進
化
に
貢
献
で

き
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

信
頼
と
親
し
み
を
持
っ
て
い
た
だ
き
、
く
ら

て
病
院
が
あ
っ
て
良
か
っ
た
、
と
思
っ
て
い
た

だ
け
る
よ
う
に
、
常
に
皆
様
の
健
康
と
幸
福
を

考
え
、
満
足
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う
努
め
て
ま

い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
今
後
と
も
よ

ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

筑
豊
初
!! 

 
泌
尿
器
科
に
最
新
機
器
を
導
入

腎
臓
の
病
気
、
お
し
っ
こ
の
悩
み
、
泌
尿
器

が
ん
の
不
安
な
ど
お
気
軽
に
受
診
く
だ
さ
い
。

泌
尿
器
科
で
は
、
腎
臓
～
膀
胱
・
尿
道
、
男

性
生
殖
器
（
前
立
腺
、
精
巣
な
ど
）
に
発
生
す

くらて病院の体制が変わりますくらて病院の体制が変わります
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理事長   藤本直浩

1984年 島根医科大学医学部（現島根大学医学部）卒業
1984年 産業医科大学病院　臨床研修医、専修医（泌尿器科）
1985年 原三信病院へ出向・派遣
1987年 産業医科大学医学部泌尿器科助手
1990年 福島労災病院へ派遣
1996年 米国ウイスコンシン大学 Comprehensive Cancer Center
1997年 米国ロチェスター大学George whipple Lab for Cancer Research

1998年 北九州市立戸畑病院泌尿器科部長
2000年 産業医科大学泌尿器科学講座講師
2003年 産業医科大学医学部泌尿器科学講座助教授（現准教授）
2015年 産業医科大学医学部泌尿器科学講座教授
2018年 産業医科大学病院 がんセンター長
2020年 産業医科大学若松病院 病院長

産業医科大学病院 副院長

プロフィール

る
さ
ま
ざ
ま
な
病
気
に
広
く
対
応
し
て
い
ま
す
。

お
子
様
に
お
き
ま
し
て
は
、
お
ね
し
ょ
、
生

ま
れ
つ
き
の
異
常
な
ど
、
学
童
期
に
お
き
ま
し

て
は
、
学
校
健
診
で
の
尿
の
異
常
、
事
故
や
ス

ポ
ー
ツ
に
よ
る
腎
外
傷
な
ど
、
青
年
期
以
降
は

膀
胱
炎
、
腎
盂
腎
炎
、
性
感
染
症
が
多
く
な
り

ま
す
。
壮
年
期
以
降
に
は
腎
結
石
の
発
生
が
増

加
し
、
高
年
齢
で
は
程
度
の
差
は
あ
れ
ほ
と
ん

ど
の
方
が
排
尿
障
害
（
尿
が
出
に
く
い
、
勢
い

が
な
い
、
お
し
っ
こ
が
近
い
、
夜
何
回
も
ト
イ

レ
に
起
き
る
、
尿
が
漏
れ
る
な
ど
）
を
経
験
し

ま
す
。
く
ら
て
病
院
で
は
、
腎
臓
～
尿
管
結
石

に
対
し
て
レ
ー
ザ
ー
に
よ
る
手
術
を
開
始
し
ま

し
た
。
さ
ら
に
、
高
齢
男
性
で
お
し
っ
こ
の
悩

み
の
原
因
と
し
て
代
表
的
な
病
気
で
あ
り
ま
す

前
立
腺
肥
大
症
に
対
し
て
、
体
へ
の
負
担
が
非

常
に
少
な
い
水
蒸
気
を
利
用
し
た
最
新
の
機
器

を
筑
豊
地
区
で
初
め
て
導
入
し
、
治
療
を
開
始

し
ま
す
。
入
院
は
必
要
で
す
が
、
こ
れ
ま
で
ほ

か
の
病
気
や
年
齢
、
体
力
の
不
安
か
ら
手
術
が

で
き
な
か
っ
た
患
者
さ
ん
も
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

腎
臓
が
ん
、
膀
胱
が
ん
、
前
立
腺
が
ん
は
年

齢
と
共
に
頻
度
が
増
加
し
、
特
に
前
立
腺
が
ん

は
日
本
人
男
性
で
最
も
多
い
が
ん
で
あ
り
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
が
ん
を
手
術
な
ど
の
有
効
な
治
療

を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
早
期
発
見
に
努
め
て

ま
い
り
ま
す
。

さ
ら
に
、
当
院
で
は
腎
臓
の
機
能
が
高
度
に

低
下
し
た
患
者
さ
ん
に
対
す
る
人
工
血
液
透
析

も
行
っ
て
い
ま
す
。

お
し
っ
こ
の
症
状
が
あ
る
、ま
た
は
人
間
ド
ッ

ク
や
検
診
等
で
腎
臓
、
膀
胱
、
前
立
腺
な
ど
に

異
常
が
あ
る
場
合
に
は
ぜ
ひ
一
度
当
院
へ
の
受

診
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
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病
院
長
あ
い
さ
つ

地
方
独
立
行
政
法
人
く
ら
て
病
院
の
病
院
長
就

任
に
あ
た
り
一
言
ご
あ
い
さ
つ
申
し
上
げ
ま
す
。

く
ら
て
病
院
は
、鞍
手
地
区
で
唯
一
の
病
院

で
あ
り
、地
域
の
期
待
は
非
常
に
大
き
い
と
感
じ

て
い
ま
す
。
２
０
２
１
年
に
新
築
移
転
を
機
に
、

ベ
ッ
ド
数
２
２
２
床
の
中
規
模
病
院
と
し
て
生

ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。
新
病
院
で
の
病
棟
再
編

に
よ
り
、
急
性
期
治
療
か
ら
退
院
後
の
リ
ハ
ま

で
一
貫
し
て
行
う
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
し
た
。

地
域
か
ら
要
望
が
高
か
っ
た
24
時
間
救
急
医
療
、

近
隣
で
不
足
し
て
い
た
小
児
医
療
、
さ
ら
に
血

液
透
析
治
療
に
も
対
応
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
が
多
い
地
域
特
性
も
考
慮
し
、
転
倒
・

外
傷
に
よ
る
骨
折
に
対
応
す
る
整
形
外
科
疾
患

と
そ
の
後
の
回
復
リ
ハ
の
充
実
は
も
と
よ
り
、

循
環
器
内
科
・
呼
吸
器
内
科
・
消
化
器
内
科
、

外
科
、
皮
膚
科
な
ら
び
に
泌
尿
器
科
で
は
専
門

医
に
よ
る
良
質
な
医
療
を
提
供
す
る
な
ど
、
地

域
住
民
の
生
命
と
健
康
を
守
る
べ
く
地
域
医
療

に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

当
院
は
、
日
々
の
研
鑽
は
勿
論
の
こ
と
、
医

療
安
全
対
策
に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り

ま
す
。
安
全
か
つ
安
心
し
て
手
術
を
受
け
て
い

た
だ
く
上
で
欠
か
せ
な
い
麻
酔
専
門
医
も
常
勤

1985年 産業医科大学医学部卒業
1992-1994年 米国ケースウェスタンリザーブ大学循環器科留学
1995年 米国グッドサマリタン病院クリニカルフェロー
1997年 産業医科大学第二内科 学内講師
2000年 産業医科大学循環器内科 講師
2009年 産業医科大学医学部不整脈先端治療学 教授
2024年 3 月退職後、4 月から産業医科大学非常勤講師

プロフィール

し
て
い
ま
す
。
良
質
な
医
療
の
提
供
は
地
域
住

民
の
み
な
ら
ず
、
他
地
域
か
ら
も
く
ら
て
病
院

で
の
診
療
を
求
め
て
来
院
さ
れ
る
医
療
機
関
と

な
る
よ
う
日
々
努
力
を
続
け
て
お
り
ま
す
。

地
域
の
方
々
に
愛
さ
れ
、
信
頼
さ
れ
、
安
心

感
の
あ
る
く
ら
て
病
院
を
目
指
し
、
職
員
一
丸

と
な
っ
て
日
夜
励
ん
で
お
り
ま
す
の
で
、
地
域

の
皆
様
方
に
は
こ
れ
ま
で
以
上
の
応
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

九
州
初
!! 

 
失
神
外
来
を
開
設

一
過
性
意
識
消
失
を
含
め
た
包
括
的
な

循
環
器
疾
患
患
者
の
適
切
な
診
断
と

治
療
を
行
い
ま
す

国
内
で
３
大
死
因
の
一
つ
で
あ
る
心
疾
患
は
、

虚
血
性
心
疾
患
・
不
整
脈
疾
患
・
心
不
全
が
主

要
な
疾
患
で
す
。
適
切
な
診
断
・
治
療
・
予
防

の
た
め
に
は
、
危
険
因
子
と
な
る
生
活
習
慣
病

の
管
理
は
も
と
よ
り
専
門
的
ケ
ア
が
必
要
と
な

り
ま
す
。
当
循
環
器
内
科
で
は
、
高
度
な
専
門

医
療
か
ら
予
防
ま
で
良
質
な
循
環
器
医
療
を
提

供
い
た
し
ま
す
。
ま
た
、
高
齢
者
に
多
い
心
房

細
動
な
ど
の
不
整
脈
疾
患
は
、
心
不
全
や
脳
梗

塞
の
発
症
に
深
く
関
わ
っ
て
お
り
、
専
門
的
な

疾
病
管
理
が
求
め
ら
れ
ま
す
。

当
院
で
は
、九
州
地
区
で
初
め
て
と
な
る
「
失

神
外
来
」
を
循
環
器
内
科
に
併
設
し
て
診
療
を

開
始
し
ま
す
。
失
神
や
一
過
性
意
識
消
失
を
き

た
す
患
者
さ
ん
は
非
常
に
多
く
、
心
臓
突
然
死

を
き
た
す
こ
と
が
あ
る
た
め
原
因
疾
患
の
早
期

診
断
と
治
療
が
求
め
ら
れ
ま
す
。
し
か
し
失
神

に
対
応
で
き
る
医
療
機
関
は
極
め
て
少
な
く
、

九
州
地
区
に
「
失
神
外
来
」
が
設
置
さ
れ
る
の

は
本
院
が
初
め
て
と
な
り
ま
す
。
失
神
患
者
さ

ん
の
早
期
診
断
と
治
療
が
可
能
と
な
る
こ
と
が

大
い
に
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

●問い合わせ

く ら て 病 院
ロゴマーク使用
マ ニ ュ ア ル

2021

印刷データに使用する場合は、このマニュアル（PDFデータ）を
ADOBEイラストレータでひらくことによりベクターデータとして
使用できます。

デザインコンセプト
「K」をモチーフに、地域と医療のクロスポイントとして大きく開花するイメージ。

地方独立行政法人

くらて病院
〒 807-1311
福岡県鞍手郡鞍手町大字小牧 2226 番地２
TEL：（42）1231　FAX：（42）4391

病院長   安部治彦
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全国大会での健闘を称えて
▶第38回POINT&K.O. 全日本空手道選手権大会で好成績
３月20日に東京武道館で行われた第38回 POINT&K.O. 全日本

空手道選手権大会に福本会館から中山愛美さん（剣北小５年）、中山
琉叶さん（剣北小２年）、奥田琉生さん（剣南小３年）の３人の選手
が出場しました。全国各地から強豪が集まった大会で戦い抜き、中
山愛美さんが小学５年女子重量級で準優勝、奥田琉生さんが小学３
年男子で３位入賞の好成績を残しました。
３人とも「優勝を逃してしまい悔しいが、全日本大会での優勝を

目指して練習する」と今後の目標を語ってくれました。３人のこれ
からの活躍が楽しみですね。

Happy birthday to you.

すくすく
日記
５月生まれ
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春休み最初の楽しいひととき
▶室木小学校で第 13回鞍手ふれあい桜まつりが開催
３月23日、室木小学校で鞍手町商工会西川第二支部主催の第13

回鞍手ふれあい桜まつりが開催されました。新型コロナウイルス感
染症拡大などの影響で久しぶりの開催となったまつりには、唐揚げ
や焼き鳥などのおいしい食べ物・射的や水風船すくいなどの楽しい
出店が並んだほか、室木小学校の伝統「六峰太鼓」の演奏や空手演
武などのステージイベントも実施。あいにくの雨でしたが、小学生
や地域の人たちなど大勢の人が訪れ、楽しいひと時を過ごしました。
午後８時からは、校庭で花火が打ち上げられ、夜空をきれいに彩る
花火に皆さん見とれている様子。次回の開催が楽しみですね。

島
し ま だ

田　琉
る か

叶さん
令和５年５月３日生まれ

琉叶君、1歳のお誕生日おめでとう!!︎いつも
ニコニコ可愛い笑顔に家族みんな癒され
てるよ♡これからもお姉ちゃんと仲良く
元気に過ごしてね。（父 淳司さん・母 い
づみさん・中山）

初となる快挙!! 鞍手中バレー部
▶第41回九州中学校バレーボール選抜優勝大会男子の部で優勝
３月23日から25日にかけて行われた令和５年度京王観光カップ

第41回九州中学校バレーボール選抜優勝大会。予選を勝ち抜き九
州各地から強豪が集まる大会の男子の部で、鞍手中学校バレーボー
ル部が見事優勝を果たしました。同大会では、第35回と第36回大
会で２度の準優勝を経て、今回は鞍手中学校初となる快挙。念願で
あった優勝トロフィーを手にし、チームメンバー全員が笑顔あふれ
る様子でした。全日本中学校選手権大会に向けて最高のスタートを
切ったバレー部。目標の１つであった九州１位を達成し、全国制覇
を目指して練習に励んでいます。優勝おめでとうございます。

広報「すくすく日記」のコーナーでは、発行月に
誕生日を迎える満３歳までのちびっ子を募集してい
ます。６月生まれは、５月10日（金）までに申し
込んでください。なお、役場まちづくり課まちづく
り戦略係窓口で申請できるほか、イン
ターネットからも申込みができます。右
のQRコードから入力フォームに従って
必要事項を入力してください。

●�問い合わせ   まちづくり課まちづくり戦略係
☎（42）2111（内線312）まで

▼
お待ちしています
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元気いっぱいの入学式
▶町内の各小学校で入学式
桜の木にも青葉が茂り始めた４月10日、町内の小学校

で入学式が行われました。今年の新１年生は、町内６校で
計101人です。写真は、剣北小学校新入生26人の入学式
の様子。家族や６年生に見守られながらの入学式に初めは
緊張している様子でしたが、来賓の皆さんから「入学おめ
でとう」と祝福されるたびに、声をそろえて「ありがとう
ございます」と元気よく返事をしていました。校長先生の
話にあった「あんぜん」「あいさつ」「あとしまつ」の３つ
の「あ」を守り、小学校生活を楽しく・元気いっぱいに過
ごしてください。入学おめでとうございます。

折尾敬敏氏が副町長に就任
▶４月１日、辞令交付
３月21日に開かれた町議会において、鞍手町副町長として折尾敬敏氏を選任することが同意され、

３月31日に副町長を退任した浅野彩氏に代わり、４月１日に新しく副町長に就任しました。
折尾副町長は、平成15年４月に福岡県に入庁され、出納事務局出納課、京築児童相談所、総務部財

政課、商工部中小企業振興課、保健医療介護部高齢者地域包括ケア推進課などに勤務してきました。県
職員として培った経験や知識をもとに、より良い町政を目指して町長をサポートします。

たくさんの仲間たちとともに
▶４月９日、鞍手中学校で入学式
少し大きめの制服に身を包み、先輩たちからのあたたか

い歓迎を受ける姿がとても初々しく見えます。
今年入学したのは平成23年４月２日から平成24年４

月１日までに生まれた122人。勉強や部活など、小学校と
は異なる環境に戸惑うこともあるかもしれませんが、同級
生や先輩など仲間はたくさんいます。仲間たちと共に協力
しながら困難に立ち向かい、鞍手中学校の新たな伝統を築
き上げてくれることを期待しています。これからの３年間、
中学校生活を目一杯楽しんでください。入学おめでとうご
ざいます。

豊かで活力ある未来を築くために
▶２人の弁護士に男女共同参画推進委員を委嘱
町では、すべての人の人権を保障し、豊かで活力ある社会を実現

することを目的として男女共同参画を推進しています。それに伴い、
男女共同参画推進委員を次の２人の弁護士に委嘱しました。吉原育
子さん（吉原育子法律事務所、写真左）、武寛兼さん（あおぞら法律
事務所、写真右）。任期は、令和６年度から令和８年度までの３年間
です。委員は、男女共同参画に関する施策や措置に対するご意見へ
の対応、性による差別的な扱いなどで人権が侵害された人の救済を
主に行っています。男女共同参画に関連する悩みなどありましたら、
役場福祉人権課までご連絡ください。

公正な選挙のために
▶選挙管理委員が決定しました
任期満了に伴い、選挙管理委員４人と補充員４人が３月定例議会

で選ばれました。町の選挙管理委員会の主な職務は、町長と町議会
議員の選挙や国政選挙事務などの管理です。
白石實枝さんは、「選挙は住民の皆さんが政治に参加する重要な権

利であり手段です。明るく正しい選挙が行われるように務めていき
ます」と意気込みを語ってくれました。任期は、令和６年４月１日
から令和10年３月31日までの４年間です。委員は次のとおりです。
委員長・白石實枝さん（左上）、職務代理者・古野明裕さん（右上）、
委員・長友浩一さん（左下）、委員・櫻井輝代さん（右下）。
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楽しかったこと、悲しかったこと、思い出、地域のできごと、イラストや
マンガ、エッセイ、サークルのお誘い、趣味や宝物、広報へのご意見・ご
感想などどしどしお寄せください。あなたの住所、名前、年齢、電話番号
も忘れずに。投稿された人には、記念品を差し上げます。 ひろば読者の

皆さんの
ページ
です。

ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
利
用
し
て

介
護
予
防
し
ま
せ
ん
か

◆

鞍
手
町
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

指
定
の
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
を
利
用
す
る
対
象
者
に
継
続

し
た
12
か
月
間
に
限
り
月
額
利
用
料
の
２
分
の
１
（
上
限

３
千
円
）
を
助
成
し
ま
す
。

●
対
象
者　

次
の
①
か
ら
④
の
全
て
に
該
当
す
る
人
▽
①

＝
町
内
在
住
で
65
歳
以
上
の
人
▽
②
＝
介
護
保
険
料
の

滞
納
が
な
い
人
▽
③
＝
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
主
催

の
運
動
教
室
に
参
加
し
て
い
な
い
人
▽
④
＝
介
護
保
険
、

総
合
事
業
対
象
者
の
認
定
が
な
い
人

●
利
用
可
能
な
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　

▽
①
＝
直
方
ア
ク

ア
メ
ッ
ツ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
（
直
方
市
☎
（
２
６
）

１
２
１
０
）
▽
②
＝
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
エ
ブ
リ
イ
水
巻

店（
遠
賀
郡
水
巻
町
☎
０
９
３
（
２
０
３
）
２
１
１
０
）

●
利
用
方
法　

利
用
申
請
書
を
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
後
日
、
事
業
対
象
者
証
明
書

を
ご
自
宅
に
郵
送
し
ま
す
の
で
、
証
明
書
を
対
象
の
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
に
提
出
し
、手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
利
用
申
請
書
は
、地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・
役
場
福

祉
人
権
課
高
齢
者
支
援
係
窓
口
で
配
布
し
て
い
る
ほ
か

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
。

※
詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
☎
（
４
３
）

３
０
１
９
ま
で

ピ
ア
ノ
コ
ン
サ
ー
ト
に

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い

◆

く
ら
て
の
明
日
を
紡
ぐ
会

音
楽
を
身
近
に
気
軽
に
。
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
癒
し
の
曲
、

わ
く
わ
く
す
る
曲
、
大
好
き
な
曲
を
演
奏
し
ま
す
。
ほ
っ

こ
り
し
た
時
間
を
ご
一
緒
し
ま
せ
ん
か
。

●
奏
者　

森
﨑
翠
氏
（
鞍
手
町
在
住
）

●
と
き 　

６
月
16
日
（
日
）
午
後
１
時
30
分
か
ら
２
時

30
分
ま
で

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
入
場
料　

無
料

●
問
い
合
わ
せ　

く
ら
て
の
明
日
を
紡
ぐ
会
代
表 

隅
田

☎
０
９
０
（
４
５
１
１
）
７
８
７
９
ま
で

第
５
回
つ
る
ぎ
食
堂
を

開
催
し
ま
し
た

◆
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ｓ
ｏ
ａ
ｒ
ｅ「
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
つ
る
ぎ
」

子
ど
も
や
大
人
、
障
が
い
の
有
無
に
関
わ
ら
ず
、
地
域

の
方
が
食
事
の
機
会
を
通
し
て
、
お
友
だ
ち
や
地
域
の
方

と
の
ふ
れ
あ
い
、
モ
ノ
づ
く
り
や
外
遊
び
な
ど
の
体
験
が

で
き
る
非
日
常
の
場
を
提
供
し
、
誰
も
が
住
み
や
す
い
地

域
づ
く
り
を
活
動
目
標
に
３
か
月
に
一
度「
つ
る
ぎ
食
堂
」

を
開
催
し
て
い
ま
す
。

３
月
24
日
、
５
回
目
と
な
る
つ
る
ぎ
食
堂
を
開
催
し
ま

し
た
。
食
材
提
供
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
、
皆
さ
ん
の
ご

支
援
・
ご
協
力
の
お
か
げ
で
、
当
日
は
３
０
０
人
を
超
え

る
人
に
ご
来
場
い
た
だ
き
、
カ

レ
ー
ラ
イ
ス
と
唐
揚
げ
、
ジ
ュ
ー

ス
を
無
料
で
提
供
し
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
の
楽
し
い
笑
い
声

で
あ
ふ
れ
る
場
に
な
り
ま
し
た
。

次
回
は
、
６
月
開
催
予
定
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ  

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

ｓ
ｏ
ａ
ｒ
ｅ
「
ワ
ー
ク
ラ
イ

フ
つ
る
ぎ
」
担
当
（
廣
瀬
）

☎（
５
２
）６
４
８
５
ま
で

く
ら
て
芸
能
ま
つ
り
に

ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い

◆

鞍
手
町
文
化
連
盟

鞍
手
町
文
化
連
盟
で
は
、
次
の
と
お
り
第
32
回
く
ら
て

芸
能
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
す
。入
場
料
は
無
料
で
す
の
で
、

皆
さ
ん
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

●
と
き　

５
月
12
日
（
日
）
午
前
10
時
か
ら

●
と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

●
問
い
合
わ
せ　

鞍
手
町
文
化
連
盟
事
務
局
（
中
央
公
民

館
内
）
ま
で

作品をお待ちしています

ねんど細工や絵、書、紙細
工、陶芸、俳句、短歌など
自慢の一品は、ありません
か。「広報ぎゃらりー」では、
紙面を彩るあなたの作品を
お待ちしています。作品に
ついての 100字以内の感
想もお願いします。役場ま
ちづくり課☎（42）2111
まで、ご連絡ください。

矢野 百合子さん
（くらじ短歌会）
彼岸参りの寺の境

内。並んだ石仏、い
つの頃からいらっしゃ
るのだろう。鼻や頬も
欠けてはいるが優しく
ほほえんだ姿になぜ
かホッとしたものを感
じました。

短歌

鼻
欠
け
し
ほ
の
か
に
笑
ま
う
石
仏
の

数
多
の
災
害
受
け
し
も
動
ぜ
ず

洋裁

リバーシブル
でベストを作り
ました。本を見
ながら作製しま
したが、本は間
違っていないが
分からない事だ
らけのベストで
ありました。

隅田 三和さん
（洋裁教室）

広報
ぎゃらりー

木彫
隅田 知明さん

（木彫教室）
仏像彫刻を始め

て20年近くになり
ます。最近は体力が
なくなって、時々、
やさしい仏さんを
彫っています。誰で
も簡単に彫れますの
で、取り掛かりには
最適かもしれませ
ん。木彫教室は、中
央公民館で毎週土曜
日９時から11時半
に開催しています。
一度見学に来てみま
せんか。
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▶スポーツ行事・子ども会連絡協議会の行事予定で
す（カッコ内は行事の主催団体）。行事予定が変
更される場合、広報紙等でお知らせします。

▶中央公民館では、19 のサークルが生涯学習活動を行
っています。一緒に集い、学びあい、友だちづくりを
しませんか。興味がある人は、ぜひご連絡ください。

サークル名 活動日（〇内は曜日）

郷の会（万年毛筆実用書道） 第２・３・４㊎

郷の会Ⅱ（万年毛筆実用書道） 第２・３・４㊊

絵本を楽しむ会 第４㊊

鞍陶会（陶芸教室） 毎週㊋㊎

一般書道 第１・３㊌

押花教室A 第２・４㊌

押花教室B 第１・３㊍

装友会 第１・３・４㊍

木洩れ日俳句会 第４㊍

どれみの会（コーラス） 第１・３・４㊎

手編み教室 第１・２・３㊎

洋裁教室 第１・２・３㊊

くらじ短歌会 第１㊎

鞍手太極拳クラブ 第１・２・４㊏

親子書道教室 第１・４㊏
ウクレレ　ホヌ　オハナ 第１・２・３㊋

フラ・スタジオ・リリア 第１・２・３㊋

ゆったりカラダを整えるヨガ教室 第２・４㊋、第１・３㊏
パソコン教室 第２・４㊋

子ども会連絡協議会行事

６月 15日～16日 野外生活リーダー研修
９月 ８日 子どもフェスタくらて2024
11月 10日 子ども会体育大会

スポーツ行事

5月 12日 第 49 回鞍手町ソフトボール大会
（町体協）（予備日５月 19 日）

6月 ９日 第 64 回鞍手町野球大会
（町体協）（予備日６月 16 日）

8月 18日 第 67 回福岡県民スポーツ大会夏季大会（水泳）
（県体協）

9月 21日 第67回福岡県民スポーツ大会秋季大会（第１日）
（県体協）

9月 22日 第67回福岡県民スポーツ大会秋季大会（第２日）
（県体協）

11月 17日 第 41 回鞍手町バドミントン大会（町体協）
11月 17日 第 11 回市町村対抗「福岡駅伝」競走大会（県体協）
11月 24日 第 23 回鞍手町ソフトバレーボール大会（町体協）
12月 ８日 第 41 回鞍手町ラージボール卓球大会（町体協）
２月 ２日 第 79 回直鞍一周駅伝競走大会（郡体協）
６月～３月 第 69 回鞍手郡民体育大会（郡体協）

※町民体育祭は廃止が決定しました

中央公民館からのお知らせ

▷内部改修工事の概要

●鞍手町中央公民館内部改修工事のお知らせ
▶鞍手町中央公民館では、下記のとおり改修工事を実施します。工事に伴い、施設をご利用の皆さんにはご不便をおか
けしますが、何卒ご理解の程よろしくお願いいたします。

問い合わせ　
中央公民館☎（42）7200まで

■改修工事に伴う施設の利用について（○は利用可、×は利用不可）

１階

町民ホール（図書コーナー）

子どもの図書室

調理室

×
茶室

研修室４（※）

研修室５（和室）

●自主サークルからのお知らせ ●令和６年度行事のお知らせ

－工事期間－ 　
10 月末まで（予定）

※研修室４について
12 月まで『研修室４』が学校教育係、

教育環境整備係の仮事務室となります。
そのため、工事期間中は使用できませ
んのでご了承ください。

子どもを対象としたお話の会を行います。親子で聞
きに来てみませんか。※参加無料（先着 15 人）
●とき　５月 18 日（土）午前 11 時から
● ところ　中央公民館研修室３
● 申込期間　５月 13 日（月）から 16 日（木）まで 

時間は午前９時から午後５時まで

子どものお話の会　図書室からのお知らせ
▶町民ホール（図書コーナー）、子どもの図書室、図書
室は工事のため、７月末（予定）までお休みします。

※期間中は、図書室での図書の閲覧・貸出・予約受
付・相互貸借の利用ができません。

※図書の返却と新聞の閲覧のみ可能です。本の返却
を忘れないようにお願いします。

２階

研修室１

○
研修室２

研修室３

視聴覚室

図書室 ７月末
まで

７月末
まで

×

×
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こ
ん
な
と
き
に
は

14
日
以
内
に

必
ず
届
け
出
を

届
出
が
遅
れ
る
と
…

①
保
険
税
を
さ
か
の
ぼ
っ
て

払
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

②
医
療
費
を
全
額
自
己
負
担

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

③
後
で
医
療
費
を
返
さ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
場
合
が
あ
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

産
前
産
後
保
険
料
免
除

が
始
ま
り
ま
し
た

令
和
６
年
１
月
か
ら
、

妊
娠
85
日
以
上
の
出
産
を

す
る（
し
た
）母
を
対
象
と

す
る
国
民
健
康
保
険
税
の

免
除
制
度
が
始
ま
り
ま
し

た
。
出
産
予
定
日
の
６
か

月
前
か
ら
手
続
き
が
で
き

ま
す
。
母
子
手
帳
を
必
ず

持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

加
入
は
世
帯
単
位
で
、

届
出
は
14
日
以
内
に

国
保
へ
は
世
帯
単
位
で

加
入
し
、
加
入
手
続
き
は
世

帯
主
が
行
う
こ
と
に
な
っ

て
い
ま
す
。
世
帯
主
は
自

分
の
家
族
に
異
動
が
あ
っ

た
と
き
は
、
14
日
以
内
に

届
出
を
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。

家
族
一
人
ひ
と
り
が

み
ん
な
被
保
険
者
で
す

国
保
で
は
、
加
入
は
世

帯
単
位
で
す
が
、
家
族
一

人
ひ
と
り
が
皆
、
被
保
険

者
で
す
。
保
険
証
は
被
保

険
者
ご
と
に
交
付
さ
れ
ま

す
。
同
じ
住
居
に
住
ん
で

生
計
が
一
緒
の
人
は
同
じ

世
帯
と
な
り
ま
す
。

◆ 国保に加入するとき
こんなとき 手続きに必要なもの

ほかの市区町村から転入してきた ほかの市区町村の転出証明書
職場の健康保険を脱退した 職場の健康保険を脱退した証明書

生活保護を受けなくなった 保護廃止決定通知書

子どもが生まれた

◆ 国保から脱退するとき
こんなとき 手続きに必要なもの

ほかの市区町村へ転出する 保険証

職場の健康保険に加入した 国保の保険証、職場の健康保険証

生活保護を受けるようになった 保険証、保護開始決定通知書

国保の加入者が死亡した 保険証、喪主の通帳、会葬御礼状等

◆ そのほかのとき
こんなとき 手続きに必要なもの

町内で住所が変わった 保険証

世帯が分かれた、一緒になった 保険証

就学のため住所を変えた 保険証、在学証明書

保険証をなくした、汚れて使えなくなった 使えなくなった保険証

世帯主や加入者の名前が変わった 保険証

国
民
健
康
保
険
（
国
保
）
に
加
入
し
て
い
る

世
帯
の
全
員
、
ま
た
は
そ
の
一
部
の
人
に
次

の
よ
う
な
異
動
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
14
日

以
内
に
役
場
税
務
保
険
課
保
険
年
金
係
へ
届

出
を
し
て
く
だ
さ
い
。
届
出
を
忘
れ
た
り
、

遅
れ
た
り
す
る
と
、
保
険
証
を
使
っ
た
医
療

が
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
等
が
あ
り
ま
す
。

※各種届出には、身分証明書の提示が必要です。

国民健康保険
制度の
解説です  国保の

そこが知りたい
役場保険年金係☎（42）2111

COM
MENTSupport
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HealthINFOR
MATION健康や各種健診

についての
お知らせです

いきいき
健康

だより
総合福祉センター保健棟☎（42）8812

男性の料理教室
みんなで楽しく料理をしませんか。身近な材料で

作れる簡単なメニューです。ぜひご参加ください。
●対象者　町内在住の男性
●とき　５月29日（水）午前 10時から
●ところ　総合福祉センター　保健棟
●参加費　300円（材料費）
●持ってくる物　エプロン、三角巾（バンダナ）
●申込み　５月20日（月）までに電話申込。定員（20
人）になり次第締め切ります。

総合健診（特 定 健 診
各種がん検診）について

生活習慣病予防のためにも年に１度は必ず健診
を受け、健康づくりに取り組みましょう。
●集団健診（検診）日程　子宮頸がん、乳がん検診
は受診できる日程が決まっています。ご希望の方
は〇のついている日程からお選びください。

とき 子宮頸・乳がん ところ 受付時間

６月５日（水）

総合福祉 
センター

午前８時 30
分から 11 時

まで

６月６日（木） 〇
７月７日（日） 〇
７月８日（月）

７月９日（火） 〇
７月 29 日（月） 〇

５月の乳幼児健診は次のとおりです。該当者には
事前に通知をしています。通知が来ていない人はご
連絡ください。

乳幼児健診・相談

健診 とき 対象児

４か月健診 ５月16日（木） 令和５年 12 月 21 日から
令和６年 １ 月 17 日生まれ

７か月健診
５月23日（木）

令和５年 ９ 月 29 日から
令和５年 10 月 26 日生まれ

12 か月健診 令和５年 ５ 月 １ 日から
令和５年 ５ 月 31 日生まれ

１歳半健診
５月９日（木）

令和４年 10 月 ５ 日から
令和４年 11 月 ９ 日生まれ

３歳健診 令和３年 ４ 月 ５ 日から
令和３年 ５ 月 ９ 日生まれ

子育てヨガ教室を開催しています。体を動かして、
リフレッシュしませんか？
●対象者　鞍手町にお住まいで子育て中の人
●とき　毎月第４金曜日。時間は午後１時 15分から
２時 15分まで。

●ところ　総合福祉センター　保健棟
●持ってくる物　ハンドタオル、水分補給の飲み物、
ヨガマット（持っている人のみ）

●参加費　無料
●申込み　電話申込。定員（10人）になり次第締め
切ります。

※託児は予約制です。ご希望の人は参加申込時に子
どもの人数と年齢をお伝えください。希望者多数
の場合は託児の利用ができない場合があります。

子育てヨガ教室（託児あり）開催中

脳と血管の若返り教室参加者募集
食と運動や高血圧や糖尿病等の改善で、脳と血管

が若返ることがわかってきています。
皆さんで一緒に学習し、実践していきましょう。

●対象者　おおむね 75 歳以上の人（令和４・５年
度参加者を除く）

●とき　６月 12 日（水）、８月７日（水）。時間は
午前９時 30 分から午後１時 30 分まで

※２日間とも参加してください。
●ところ　総合福祉センター保健棟
●内容　からだの学習・昼食会・運動
●持ってくる物　筆記用具・水分補給のお茶等、家
庭血圧計（持っている人のみ）

※動きやすい服装でお越しください。
●参加費　無料
●申込み　６月３日（月）までに電話申込。定員（10
人）になり次第締め切ります。

●申込方法　健診を希望する人は、申込書を送付し
ますので、電話でご連絡ください。

　また、申込書をお持ちの人は、ご希望
の健診日の１か月前までに返送してく
ださい。また右のQRコードからも予
約することができます。

●健（検）診内容　特定健診、基本健診､ 各種がん検
診（胃がん・肺がん・大腸がん・前立腺がん・子
宮頸がん・乳がん）、結核検診、肝炎ウイルス検診

※くらて病院バス停から総合福祉センター間の送迎
バスを２便運行します。８時 20分と９時にくらて
病院バス停を発車します。予約制のため、利用希望
者は５月14日（火）までに電話で申込みください。

／勤労者ふれあい棟（体育館）の休館日は、毎週月曜日、毎月第３日曜日及び年末年始（12月29日から１月３日まで）です。

※

※
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税
金

相
談

●鞍手町役場 ���（42）2111
FAX ���（42）5693

●中央公民館 ���（42）7200
●教育課 �����（42）7200
●歴史民俗博物館 �（42）3200

（休館中）
●総合福祉センター �（42）8811
●地域包括支援センター �（43）3019
●上下水道課 ���（42）0408
●中央浄水場 ���（42）0417
●くらて病院 ���（42）1231
●鞍寿の里 ����（42）1233
●鞍手駅 �����（42）5563
●社会福祉協議会 �（42）7800
●火災の発生状況 �（32）3211
●防災無線内容確認 �（43）1550

くく
ら
しのの

Calendar
2024
日 月 火 水 木 金 土

１ ２ ３ ４
５ ６ ７ ８ ９ 10 11
12 13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25
26 27 28 29 30 31

☎ 問い合わせ先 ☎

５

情情
報報

今
月
の
納
税
（
５
月
）

●
軽
自
動
車
税
︱
全
期
分

納
期
限
は
５
月
27
日
（
月
）

で
す
。
納
期
限
を
過
ぎ
る
と

督
促
状
を
送
付
し
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
税
務

保
険
課
収
納
係
ま
で

納
税
・
納
付
は 

確
実
な
口
座
振
替
で

個
人
が
納
め
る
町
税
や
保

険
料
は
、口
座
振
替
に
す
る
と

納
め
忘
れ
も
な
く
て
安
心
で

す
。
毎
月
15
日
ま
で
に
手
続

き
を
す
れ
ば
翌
月
の
納
付
期

限
か
ら
口
座
振
替
が
で
き
ま

す
。口
座
振
替
依
頼
書
は
町
内

の
金
融
機
関
や
役
場
税
務
保

険
課
等
に
あ
り
ま
す
。

●
必
要
な
も
の
　
納
税
（
納

入
）
通
知
書
、
通
帳
、
通

帳
届
出
印

●
取
引
金
融
機
関
　
直
鞍
農

業
協
同
組
合
、
福
岡
ひ
び

き
信
用
金
庫
、
福
岡
銀
行
、

西
日
本
シ
テ
ィ
銀
行
、
ゆ

う
ち
ょ
銀
行

●
振
替
日
　
毎
月
25
日
（
金

融
機
関
が
休
み
の
場
合
は

次
の
営
業
日
）

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
税
務

保
険
課
収
納
係
ま
で

町
税
・
保
険
料
の
納
め 

忘
れ
は
あ
り
ま
せ
ん
か

令
和
５
年
度
分
の
町
税
・

保
険
料
に
納
め
忘
れ
が
あ
る

場
合
は
、
早
め
に
納
め
ま
し
ょ

う
。
納
付
書
が
な
い
場
合
は

再
発
行
が
で
き
ま
す
の
で
、

役
場
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
税
務

保
険
課
収
納
係
ま
で

所
得
・
課
税
証
明
書
等
の 

発
行
は
６
月
３
日
か
ら

令
和
５
年
１
月
か
ら
12
月

分
の
所
得
・
課
税
証
明
書
・

非
課
税
証
明
書
は
６
月
３
日

（
月
）
か
ら
発
行
し
ま
す
。
証

明
手
数
料
は
１
通
に
つ
き
３

０
０
円
で
す
。

※
コ
ン
ビ
ニ
で
は
、６
月
１
日

（
土
）
か
ら
発
行
可
能
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
税
務

保
険
課
課
税
係
ま
で

補
聴
器
相
談
日

補
聴
器
相
談
が
次
の
と
お

り
行
わ
れ
ま
す
。

●
役
場
で
の
相
談
　
▽
と
き

＝
５
月
９
日
（
木
）
午
前

11
時
か
ら
正
午
ま
で
（
九

州
リ
オ
ン
）
▽
と
き
＝
５

月
22
日
（
水
）
午
後
１
時

か
ら
２
時
ま
で
（
小
倉
補

聴
器
）

※
役
場
で
の
相
談
は
、受
付
順

の
番
号
札
を
配
布
し
ま
す
。

●
く
ら
て
病
院
で
の
相
談
　

▽
と
き
＝
５
月
２
日
（
木
）

午
後
２
時
か
ら
４
時
30
分

ま
で
（
九
州
リ
オ
ン
）
▽

と
き
＝
５
月
23
日
（
木
）

午
後
２
時
か
ら
５
時
ま
で

（
あ
そ
う
補
聴
器
）
▽
と
き

＝
５
月
28
日
（
火
）
午
後

２
時
か
ら
４
時
ま
で
（
八

幡
補
聴
器
）

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
福
祉

人
権
課
福
祉
人
権
係
ま
た

は
く
ら
て
病
院
ま
で

お
困
り
の
場
合
は 

無
料
法
律
相
談
へ
ど
う
ぞ

野
中
・
西
村
法
律
事
務
所

の
弁
護
士
に
よ
る
無
料
法
律

相
談
が
行
わ
れ
ま
す
。
受
付

は
７
人
ま
で
で
す
。

●
と
き
　
５
月
10
日
（
金
）

▽
受
付
（
順
番
の
抽
選
）

＝
午
後
０
時
45
分
か
ら
▽

相
談
＝
午
後
１
時
か
ら
４

時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー

●
問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

ひ
と
り
で
悩
む
前
に
 

心
配
ご
と
相
談
へ
ど
う
ぞ

直
方
法
務
局
の
職
員
、
人

権
擁
護
委
員
、
行
政
相
談
委

員
の
皆
さ
ん
が
、
あ
な
た
の

悩
み
に
お
答
え
し
ま
す
。

●
と
き
　
５
月
27
日
（
月
）

▽
受
付
＝
午
後
０
時
45
分

か
ら
▽
相
談
＝
午
後
１
時

か
ら
３
時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー

●
問
い
合
わ
せ
　
社
会
福
祉

協
議
会
ま
で

お
気
軽
に
ど
う
ぞ 

鞍
手
地
区
就
学
相
談

鞍
手
地
区
就
学
相
談
委
員

会
で
は
、特
別
支
援
学
校
や
特

別
支
援
学
級
等
で
の
教
育
を

受
け
さ
せ
る
か
ど
う
か
考
え

て
い
る
保
護
者
を
対
象
に
就

学
相
談
を
行
い
ま
す
。
相
談

に
は
事
前
申
込
が
必
要
で
す
。

●
宮
若
市
若
宮
総
合
支
所

ハ
ー
ト
フ
ル  

▽
と
き
＝
９

月
10
日（
火
）、11
日
（
水
）、

12
日（
木
）の
午
前
８
時
30

分
か
ら
午
後
５
時
ま
で

●
宮
若
市
中
央
公
民
館  

▽

と
き
＝
９
月
17
日（
火
）、18

日（
水
）、19
日（
木
）、20
日

（
金
）の
午
前
８
時
30
分
か

ら
午
後
５
時
ま
で

※
人
数
に
よ
っ
て
日
程
を
変

更
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

●
申
込
期
限  

６
月
７
日
（
金
）

●
問
い
合
わ
せ
　
教
育
課
学

校
教
育
係
ま
で

税
等

相
談



あ
な
た
の
悩
み 

人
権
擁
護
委
員
に 

相
談
し
て
み
ま
せ
ん
か

直
方
人
権
擁
護
委
員
協
議

会
で
は
、
６
月
１
日
の
人
権

擁
護
委
員
の
日
に
ち
な
ん
で
、

次
の
と
お
り
特
設
人
権
相
談

所
を
開
設
し
ま
す
。人
権
擁
護

委
員
が
人
権
に
つ
い
て
の
相

談
に
応
じ
ま
す
。相
談
は
無
料

で
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

●
と
き  

６
月
４
日（
火
）午
前

10
時
か
ら
午
後
３
時
ま
で

●
と
こ
ろ
　
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー

●
相
談
内
容  

家
庭
内
の
も
め

ご
と
、
近
隣
と
の
ト
ラ
ブ

ル
、
い
じ
め
、
差
別
な
ど

●
問
い
合
わ
せ
　
直
方
人
権

擁
護
委
員
協
議
会
（
福
岡

法
務
局
直
方
支
局
内
）　

☎
（
２
２
）
１
１
４
４
ま
で

求
む
。
平
和
を
愛
す
る
人 

自
衛
官
等
採
用
試
験
の 

お
知
ら
せ

自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本

部
飯
塚
地
域
事
務
所
で
は
、

次
の
と
お
り
自
衛
官
等
採
用

試
験
を
行
い
ま
す
。
詳
細
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
第
１
回
一
般
曹
候
補
生（
１

次
）　
▽
受
付
期
限
＝
５
月

７
日
（
火
）
▽
試
験
期
日

＝
５
月
18
日
（
土
）
か
ら

24
日
（
金
）
ま
で
の
い
ず

れ
か
１
日

●
第
１
回
自
衛
官
候
補
生  

▽

受
付
期
限
＝
５
月
７
日

（
火
）▽
試
験
期
日
＝
５
月

18
日
（
土
）
か
ら
24
日
（
金
）

ま
で
の
い
ず
れ
か
１
日

※
自
衛
隊
福
岡
地
方
協
力
本

部
飯
塚
地
域
事
務
所
で
は
、

説
明
会
を
行
っ
て
い
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
自
衛
隊
福
岡

地
方
協
力
本
部
飯
塚
地
域

事
務
所
☎
０
９
４
８（
２
２
）

４
８
４
７
ま
で

公
募
型
地
域
活
性
化
事
業 

を
募
集
し
ま
す

町
で
は
、
町
民
等
で
構
成

す
る
団
体
が
自
主
的
に
行
う

事
業
・
活
動
で
地
域
お
こ
し

や
町
の
イ
メ
ー
ジ
向
上
及
び

集
客
に
つ
な
が
る
公
益
的
な

事
業
を
広
く
公
募
し
、
予
算

の
範
囲
内
で
補
助
金
を
交
付

し
て
い
ま
す
。
実
施
要
領
や

申
請
書
類
は
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き

ま
す
。

●
対
象
団
体
　
町
に
本
拠
を

有
す
る
団
体
（
そ
の
他
に

も
条
件
が
あ
り
ま
す
）

●
対
象
事
業
　
子
ど
も
見
守

り
活
動
、
文
化
祭
な
ど
の

地
域
交
流
イ
ベ
ン
ト
、
地

域
の
史
跡
め
ぐ
り
な
ど
の

事
業
（
他
の
補
助
金
な
ど

を
活
用
し
て
い
る
事
業
は

対
象
と
な
り
ま
せ
ん
）

●
補
助
額
　
補
助
対
象
額
の

10
分
の
９
以
内
の
額
（
上

限
30
万
円
）

●
応
募
期
限  

５
月
24
日
（
金
）

※
郵
送
の
場
合
は
、
必
着

●
事
業
実
施
時
期
　
令
和
６

年
７
月
か
ら
令
和
７
年
２

月
ま
で
（
目
安
）

●
決
定
方
法
　
公
開
プ
レ
ゼ

ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
審
査
会

に
よ
り
決
定

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
ま
ち

づ
く
り
課
ま
ち
づ
く
り
戦

略
係
ま
で

公
募
型
地
域
活
性
化
事
業 

の
審
査
員
を
募
集
し
ま
す

町
で
は
、公
募
型
地
域
活
性

化
事
業
の
補
助
金
交
付
団
体

を
決
定
す
る
た
め
、公
開
プ
レ

ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
の
審
査
員

を
募
集
し
ま
す
。

な
お
、
審
査
員
は
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
た
め
無
償
と
な
り

ま
す
。
詳
細
は
、お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

●
応
募
期
限  

５
月
31
日
（
金
）

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
ま
ち

づ
く
り
課
ま
ち
づ
く
り
戦

略
係
ま
で

農
地
の
出
し
手
、 

受
け
手
を
募
集
し
ま
す

農
地
中
間
管
理
機
構
を
通

じ
て
農
地
の
貸
借
を
行
い
ま

せ
ん
か
。農
地
中
間
管
理
機
構

は
、農
地
を
貸
し
た
い
出
し
手

か
ら
規
模
拡
大
な
ど
を
目
的

に
借
り
た
い
受
け
手
へ
の
農

地
の
集
積
・
集
約
化
を
進
め
る

た
め
、農
地
の
中
間
的
受
け
皿

と
な
る
組
織
で
す
。公
的
機
関

の
た
め
、農
地
の
出
し
手
は
確

実
に
賃
料
が
振
り
込
ま
れ
て

安
心
で
す
。
詳
細
は
、お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
産
業

振
興
課
農
業
振
興
係
ま
で

くらしの情報

17−2024.５

募
集

セレモニー・ホール

鞍心館
◆信頼・・・３５年以上のの経験！
◆真心・・・心のこもったお葬儀を！
◆安心・・・無理のないプランを！あん　　しん　　かん

鞍手町小牧2084-1

（有）花六葬儀社
問合せ先

鞍手町大字中山3024-42（昭和通り）

0 1 2 0 - 4 1 - 8 7 6 9

※入会金（1万円）のみの
『鞍心会員』募集中！！

セレモニー・ホール

鞍心館
◆信頼・・・３５年以上のの経験！
◆真心・・・心のこもったお葬儀を！
◆安心・・・無理のないプランを！あん しん かん

鞍手町小牧2084-1（旧ダイヤブック）

（有）花六葬儀社
問合せ先

鞍手町大字中山3024-42（昭和通り）

0 1 2 0 - 4 1 - 8 7 6 9

※入会金（1万円）のみの
『鞍心会員』募集中！！

45

町では、自衛隊法等に基づき自衛隊に対し、そ
の年度に 18 歳、22 歳になる人の自衛官及び自衛
官候補生の募集に関し必要となる情報を提供し
ています。

自衛隊への個人情報提供を望まない場合、本
人等が除外申請の手続きをすることで自衛隊へ
提供する情報から対象者の情報を除外します。
● 対象者　▷①＝鞍手町に住民登録している令和

６年度に 18 歳になる人▷②＝鞍手町に住民登
録している令和６年度に 22 歳になる人

●受付期間　５月31日（金）まで（必着）
●提出先　役場住民環境課住民係
※詳細は、右の QR コードから町ホー

ムページをご確認ください。
●問い合わせ　役場住民環境課住民係まで

自衛官等募集事務に係る自衛官等募集事務に係る
対象者情報の提供について対象者情報の提供について

　

【3月中】 【累　計】
件 数 5 件（±   0） 件 数 13 件（±   0）
死 者 0 人（±   0） 死 者 0 人（±   0）
傷 者 5 人（±   0） 傷 者 17 人（±   0）

（かっこ内は前年比）

● とき　７月 11 日（木）
午前 10 時から午後４時
まで（受付は午後３時
まで）

● ところ　ハピネスなかま
● 問い合わせ　福岡県交通事故相談所
　☎ 092（643）3168 まで

巡回
交通事故

相談

町内の
交通事故
発生状況



後
期
高
齢
者
医
療
か
ら
の

お
知
ら
せ
で
す

後
期
高
齢
者
医
療
は
75
歳

以
上
の
人
が
加
入
す
る
保
険

で
す
が
、一
定
の
障
が
い
が
あ

る
65
歳
以
上
の
人
も
申
請
す

る
と
加
入
で
き
ま
す
。
ま
た
、

住
民
税
非
課
税
世
帯
や
３
割

負
担（
一
部
）の
場
合
、入
院
や

高
額
な
外
来
診
療
が
自
己
負

担
限
度
額
ま
で
で
済
む
認
定

証
を
発
行
し
ま
す
。
詳
し
く

は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
税
務

保
険
課
保
険
年
金
係
ま
で

後
期
高
齢
者
医
療 

歯
科
健
診
の
お
知
ら
せ

被
保
険
者
を
対
象
に
、
歯

科
健
診
を
実
施
し
ま
す
。
対

象
者
に
は
５
月
下
旬
に
受
診

券
を
送
付
し
ま
す
。

●
受
診
対
象
者  

昭
和
19
年
４

月
１
日
か
ら
昭
和
24
年
３

月
31
日
生
ま
れ
の
本
年
度

76
歳
か
ら
80
歳
に
な
る
人

●
受
診
方
法  

受
診
券
に
同
封

し
て
い
る「
歯
科
健
診
の
実

施
医
療
機
関
」に
予
約
の
う

え
、受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

●
受
診
時
の
自
己
負
担
金
　

３
０
０
円

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
９
２
（
６
５
１
）
３

１
１
１
ま
で

後
期
高
齢
者
医
療 

健
康
診
査
の
お
知
ら
せ

福
岡
県
後
期
高
齢
者
医
療

広
域
連
合
で
は
、
被
保
険
者

を
対
象
に
、
生
活
習
慣
病
の

発
症
や
重
症
化
の
予
防
等
を

目
的
と
し
て
健
康
診
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
対
象
者
に

は
４
月
下
旬
に
受
診
票
を
送

付
し
て
い
ま
す
。

●
受
診
対
象
者
　
後
期
高
齢

者
医
療
被
保
険
者

●
受
診
時
の
自
己
負
担
金
　

５
０
０
円

●
問
い
合
わ
せ
　
福
岡
県
後

期
高
齢
者
医
療
広
域
連
合

☎
０
９
２
（
６
５
１
）
３

１
１
１
ま
で

給
水
装
置
の
指
定
工
事 

事
業
者
を
追
加
（
新
規
）

し
ま
し
た

水
道
管
の
新
設
・
増
設
な
ど

給
水
装
置
の
工
事
を
行
う
事

業
者
に
申
請
の
あ
っ
た
次
の

２
社
を
追
加
指
定
し
ま
し
た
。

水
道
工
事
は
町
が
指
定
し
た

事
業
者
し
か
で
き
ま
せ
ん
。

●
山
本
住
設（
新
規
）
▽
住
所

＝
宮
若
市
鶴
田
１
７
０
１

番
地
▽
電
話
＝
０
９
４
９

（
３
２
）
５
０
０
６

●
株
式
会
社
Ｓ
Ａ
Ｎ
Ｓ
Ｈ
Ｏ
Ｕ

（
新
規
）
▽
住
所
＝
北
九
州

市
八
幡
西
区
本
城
東
１
丁

目
１
番
41
号
▽
電
話
＝
０

９
３（
４
８
２
）８
６
８
６

●
問
い
合
わ
せ  

役
場
上
下
水

道
課
上
水
道
工
務
係
ま
で

ト
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の
土
は 

道
路
に
出
る
前
に 

落
と
し
て
く
だ
さ
い

農
家
の
皆
さ
ん
、ト
ラ
ク

タ
ー
な
ど
に
付
着
し
た
土
は

道
路
に
出
る
前
に
落
と
し
て

い
ま
す
か
。
町
に
は
、ト
ラ
ク

タ
ー
な
ど
に
付
着
し
た
土
が

道
路
を
汚
し
て
い
る
と
い
う

苦
情
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
す
。

道
路
に
で
き
る
だ
け
土
を
落

と
さ
な
い
よ
う
ご
協
力
く
だ

さ
い
。

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
産
業

振
興
課
農
業
振
興
係
ま
で

農
薬
や
除
草
剤
は 

適
正
に
使
用
し
ま
し
ょ
う

農
薬
や
除
草
剤
は
病
害
虫

や
雑
草
の
防
除
に
有
効
な
資

材
で
す
が
、
使
い
方
を
誤
る

と
人
や
環
境
に
影
響
を
及
ぼ

す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。

農
薬
や
除
草
剤
を
使
用
す

る
場
合
は
、
次
の
点
に
つ
い

て
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

〇
使
用
基
準
を
守
る
　
使
用

基
準
を
確
認
し
て
正
し
く

使
用
し
て
く
だ
さ
い
。

〇
飛
散
を
防
止
す
る
　
周
辺

の
住
民
や
環
境
に
影
響
を

及
ぼ
さ
な
い
よ
う
気
を
付

け
ま
し
ょ
う
。
健
康
弱
者

へ
の
配
慮
も
大
切
で
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
産
業

振
興
課
農
業
振
興
係
ま
で

2024.５−18

くらしの情報

お
知
ら
せ

農作業事故に注意しましょう!!
毎年、全国で農作業中の事故が発生しています。

農作業事故はちょっとした不注意やはずみで発生
します。普段慣れている作業でも危険が伴うこと
を再認識し、農作業事故の防止と安全作業の徹底
に努めましょう。

事故防止のため、シートベルトの着用はもちろ
ん、作業場周辺の安全確認を十分に行いましょう。

事前に作業場所の下見などの安全確認を行うと
ともに、作業実施中は作業者の安全確認を行うた
め、監視人を設置するなどの対策を行いましょう。

ため池や水路周辺で作業を行う場合は、安全対
策としてライフジャケットの着用や、救助用具（浮
き輪・ロープ等）を準備しておきましょう。
●問い合わせ　役場産業振興課農業振興係まで

トラクターの事故対策

草刈り作業の事故対策

　
休日の夜間の体調不良は
急患センターへ

●問い合わせ　直鞍急患センター
☎（28）2840 まで

診療日 診療科目
土曜・日曜・祝日

午後６時から11時まで
小児科
内　科

第２、第４日曜
午前９時から午後６時まで 小児科

診療時間は、午前９時から午後５時までで
す。休日在宅医は、変更になることもあり
ますので、事前に電話でご確認ください。

休日
在宅医

直方鞍手医師会ホームページから
ご確認いただけます。

http://chokuan-medical.jp

購入した商品や
サービスに関するトラブルは
消費生活センターへ

直鞍広域消費生活センター
〒822-8501　直方市殿町７番１号
直方市役所５階（商工観光課内）
☎（25）2162
平日8:30～ 12:15、13:00～ 17:00
※相談員が不在の場合もあります。



木
造
戸
建
て
住
宅
の 

耐
震
化
を
支
援
し
ま
す

地
震
に
よ
る
木
造
戸
建
て

住
宅
の
倒
壊
を
防
ぐ
た
め
、

県
で
は
次
の
と
お
り
令
和
６

年
度
に
行
う
性
能
向
上
工
事

等
に
か
か
る
費
用
の
一
部
を

補
助
し
ま
す
。
詳
細
は
、
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
交
付
要
件  

昭
和
56
年
５
月

31
日
以
前
に
建
築
・
着
工

さ
れ
た
鞍
手
町
内
に
建
つ

２
階
建
て
以
下
の
一
戸
建

て
の
住
宅
で
あ
る
こ
と

※
要
件
は
こ
の
ほ
か
に
も
あ

り
ま
す
。

●
申
請
期
間  

５
月
１
日
（
水
）

か
ら
随
時
受
付

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
管
財

課
公
共
施
設
係
ま
で

危
険
な
ブ
ロ
ッ
ク
塀
等
の 

撤
去
費
用
を
補
助
し
ま
す

倒
壊
の
危
険
性
が
高
い
ブ

ロ
ッ
ク
塀
等
の
撤
去
を
行
う

人
に
対
し
、
撤
去
に
か
か
る

費
用
の
一
部
を
補
助
し
ま
す
。

詳
細
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

●
対
象
要
件
　
町
内
の
道
路

に
面
す
る
高
さ
が
１
メ
ー

ト
ル
以
上
の
ブ
ロ
ッ
ク
塀

を
撤
去
す
る
工
事

※
要
件
は
こ
の
ほ
か
に
も
あ

り
ま
す
。

●
問
い
合
わ
せ
　
役
場
管
財

課
公
共
施
設
係
ま
で

手
話
を
使
っ
て 

話
し
て
み
ま
せ
ん
か

町
で
は
、
手
話
奉
仕
員
養

成
講
座
（
入
門
編
）
全
22
回

を
開
催
し
ま
す
。

●
と
き  

７
月
16
日
か
ら
12
月

17
日
ま
で（
毎
週
火
曜
日
。

午
後
７
時
か
ら
９
時
ま
で
）

●
と
こ
ろ
　
総
合
福
祉
セ
ン

タ
ー

●
募
集
人
員
　
10
人

●
申
込
資
格
　
高
校
生
以
上
で

町
内
在
住
ま
た
は
在
勤
の
人

●
受
講
料  

テ
キ
ス
ト
と
動
画

教
材
（
５
，０
６
０
円
）

●
申
込
期
間  
７
月
１
日（
月
）

ま
で

※
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め

切
り
ま
す
。

●
申
込
み
・
問
い
合
わ
せ
　

役
場
福
祉
人
権
課
福
祉
人

権
係
ま
で

次
の
人
か
ら
香
典
返
し
を

い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
（
か
っ

こ
内
は
故
人
。
故
人
敬
称
略
）。

●
社
会
福
祉
協
議
会
へ
　
▽
有

田
文
明
様
（
綾
子
）

くらしの情報

19−2024.５

施設・支援団体へのお願い
マイナンバーカードの
申請・受取にご協力いただけませんか？

施設等を利用している人でマイナンバーカードをお持ちで
ない人はいませんか。マイナンバーカードの申請サポート・
代理受取にご協力いただいた施設・支援団体等に対して、報
償費をお支払いします。ぜひご検討ください。
● 対象団体　次の対象者が初めてマイナンバーカードを申請

する際の申請サポート・代理受取を行う施設や支援団体等
● 対象者　鞍手町に住民登録がある人のうち施設入所者、要

介護・要支援認定者、障がいのある人、長期入院者、75 歳
以上の高齢者、社会的参加を回避し概ね家庭にとどまり続
けている状態にある人、成年被後見人、被保佐人、被補助
人等でマイナンバーカードを作る意思がある人

※詳細は、右の QR コードから町ホームページを
ご確認ください。

●問い合わせ　役場住民環境課住民係まで

愛の
贈
り
も
の

● 取得できるもの

役場に行く手間が省ける!!
住民票など各種証明書を
コンビニで取得できます
　マイナンバーカードを使って、コンビニのマルチコ
ピー機で、住民票の写しや所得課税証明書等が取得で
きます。申請書を記入、役場閉庁時間にも一部証明書を
取得できる便利なサービスです。ぜひご利用ください。

証明書 請求範囲 利用条件 利用可能時間 手数料
住民票の
写し

本人または
同一世帯の人

町に住民登録
がある

毎日
午前６時30分
から
午後11時まで 300 円

印鑑登録
証明書

本人のみ

町に印鑑登録
をしている

所得課税
証明書

１月１日時点
と現在も住民
登録がある

戸籍附票
の写し

本人または
同一戸籍の人

本籍地が
鞍手町にある

平日の
午前８時30分
から
午後５時15分
まで

戸籍全部
（個人）
事項証明書

450 円

※ 12 月 29 日～１月３日及びメンテナンス日は除く。
※証明の発行には、利用者証明用電子証明書（４桁の暗

証番号）を搭載したマイナンバーカードが必要です。
※マイナンバーカードの暗証番号は、３回連続で間違

えるとロックがかかります。
※間違えて発行された場合、交換・返金できません。

証明書 注意事項

住民票の写し

▷  発行できるのは、本人または同じ世帯の
人の住民票の写し（全員分もしくは一部）
です。転出予定の人の分は発行できません。

▷  住民票コードやマイナンバーを記載する
ことはできません。記載希望の場合は、
窓口にお越しください。

▷  住所変更や戸籍の届けがなされた場合
は、すぐに届出内容は反映されません。

印鑑登録証明書
▷  発行できるのは、本人のものに限ります。

転出予定の人の分は発行できません。

所得課税証明書

▷ 発行できるのは、現年度分のみです。
▷  発行できるのは、本人のものに限ります。

転出予定の人の分は発行できません。
▷  非課税証明書や納税証明書等、税に関

するそのほかの証明書は、発行できま
せん。

戸籍附票の写し
▷  発行できるのは、申請者の最新の戸籍附票

です。除籍された戸籍附票は発行できません。

戸籍全部（個人）
事項証明書

▷  発行できるのは、申請者の最新の戸籍です。
除籍された戸籍は発行できません。

●問い合わせ　
▷所得課税証明書＝役場税務保険課収納係まで
▷所得課税証明書以外＝役場住民環境課住民係まで

詳細はこちらから

● 証明書についての注意事項



広報くらて 印刷●社会福祉法人  福岡コロニー

●３月の人の動き

令和６年５月号  No.773

（令和６年３月 31 日現在）

編集●広報委員会
発行●鞍手町

５月の行事カレンダー 
日 曜日 行事内容

1 水

2 木 補聴器相談（くらて病院：14時～16時 30分、16ページ参照）

3 金 憲法記念日

4 土 みどりの日

5 日 こどもの日

6 月 振替休日

7 火

8 水

9 木 １歳半健診、３歳健診（総合福祉センター、15ページ参照）
補聴器相談（役場：11時～12時、16ページ参照）

10 金 無料法律相談（総合福祉センター：13時～16時、16ページ参照）

11 土

12 日 くらて芸能まつり（12ページ参照）

13 月

14 火

15 水

16 木 ４か月健診（総合福祉センター、15ページ参照）

17 金

18 土 子どものお話の会（中央公民館：11時～、13ページ参照）

19 日

20 月

21 火

22 水 補聴器相談（役場：13時～14時、16ページ参照）

23 木 ７か月健診、12か月健診（総合福祉センター、15ページ参照）
補聴器相談（くらて病院：14時～17時、16ページ参照）

24 金 公募型地域活性化事業事業申請期限（17ページ参照）

25 土

26 日

27 月 軽自動車税（全期分）納期限（16ページ参照）
心配ごと相談（総合福祉センター：13時～15時、16ページ参照）

28 火 補聴器相談（くらて病院：14時～16時、16ページ参照）

29 水

30 木

31 金 自衛官等募集事務対象者情報提供除外申請期限（17ページ参照）
公募型地域活性化事業審査員応募期限（17ページ参照）

■鞍手町役場
　〒807－1392  福岡県鞍手郡鞍手町大字中山3705番地
　電話　0949（42）2111／ファックス　0949（42）5693
■鞍手町ホームページアドレス
　 https://www.town.kurate.lg.jp
■鞍手町フェイスブックアドレス
　 https://ja-jp.facebook.com/town.kurate
■鞍手町 LINE 公式アカウント　@kurate

FUKUOKA

KURATE  TOWN

・出生 6 人
・死亡 20 人
・転入 85 人
・転出 102 人

・人口 14,935 人（-31）
・男性 7,106 人（-12）
・女性 7,829 人（-19）
・世帯数 7,423世帯（- 7）

（　）内は前月比

町では、災害などの緊急情
報や暮らしに役立つ情報など
をＫＢＣのデータ放送を利用
する「ｄボタン広報誌」で発
信しています。ＫＢＣを視聴
できるテレビがあれば、どな
たでも確認ができます。
●視聴方法　チャンネルをＫ
ＢＣに合わせ、リモコンの
ｄボタンを押す

●問い合わせ　役場まちづくり課まちづくり戦略係まで

町では、災害などの緊急時に備
えて、情報を素早く伝達できるよ
う防災行政用無線を町内に設置し、
防災関係の情報や行政情報などを
無線を使って放送しています。
防災行政用無線の内容が聞き取

れない場合は、次の番号に電話をかけると無線の内容を
確認することができますので、ご利用ください。
●電話番号　（43）1550
※通話料は利用者の負担となります。
●問い合わせ　役場まちづくり課安全安心係まで

テレビのデータ放送で暮らしに
役立つ情報を発信しています

電話で防災行政用無線の内容を
確認できます

町では、令和７年１月オープン予定の新庁舎建設に伴
い、８年ぶりにハザードマップを更新しま
した。ハザードマップは、配布の準備が
整い次第町内に全戸配布するほか町ホー
ムページに掲載します。ご自宅に届きま
したら、災害時に備えてぜひご一読く
ださい。
●問い合わせ　役場まちづくり課安全
安心係まで

鞍手町防災ハザードマップを
更新しました


